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第 37回三重県新型コロナウイルス感染症対策本部本部員会議 

 

１ 開催日時：令和３年５月 28日（金）15：00～15：20 

２ 開催場所：三重県庁３階 プレゼンテーションルーム 

３ 出席者 ：鈴木知事、廣田副知事、服部副知事、日沖危機管理統括監、野呂 

防災対策部長、安井戦略企画部長、高間総務部長、加太医療保健

部長、中尾医療保健部理事、中山子ども・福祉部長、岡村環境生

活部長、増田廃棄物対策局長、山口地域連携部長、辻国体・全国

障害者スポーツ大会局長、横田南部地域活性化局長、更屋農林水

産部長、島上雇用経済部長、小見山観光局長、水野県土整備部長、

森会計管理者兼出納局長、田中デジタル社会推進局長、木平教育

長、喜多企業庁長、長﨑病院事業庁長、佐野警察本部長、酒井四

日市港管理組合経営企画部総務副課長、服部四日市市危機管理監、

事務局 

 

４ 議事内容：以下のとおり 

（日沖危機管理統括監） 

・これより「第 37 回三重県新型コロナウイルス感染症対策本部 本部員会議」

を始める。 

・本日午前、国の感染症などの専門家による基本的対処方針分科会において、本

県を対象に含むまん延防止等重点措置を６月 20日まで延長する政府の方針が

了承された。このことを受け、本日夜に予定されている新型コロナウイルス感

染症対策本部で政府の方針が正式に決定される見込みであるため、今回の会

議は、６月１日以降、本県において講じることとなる三重県まん延防止等重点

措置の対象区域や措置内容について決定するため開催する。 

 

議題１ 新型コロナウイルス感染症の県内発生状況等について 

（日沖危機管理統括監） 

・事項１「三重県新型コロナウイルス感染症の県内発生状況等」について感染症

対策部から説明をお願いする。 

 

（中瀬感染症情報プロジェクトチーム 担当課長）資料１に沿って説明 

・本日 28 日時点、県内の累計患者数は、4,835 人である。４月以降、高水準で

新規感染者数が推移していたが、５月中旬以降、減少の傾向に転じている。本

日５月 28日の新規感染者数は 33人である。 

・直近１週間の人口 10 万人当たりの新規感染者は 10.2 人であり、このところ
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減少傾向がみられる。 

・医療圏別患者発生状況について、４月以降北勢圏域の感染者数が県内全体の平

均よりも高い水準となっている。 

・年齢別の発生状況についてはこのところ、特定の年代に偏らず幅広い年齢層で

発生している。 

・感染経路不明率は 30％前後で推移しており、直近では 40％に至っている。 

・県内外別の感染経路の詳細について、県外由来の感染が５月以降増加の方向に

あり、直近では 22％を占めている。また経路別の感染経路の詳細については

家庭内感染が約４割を占める状況が続いている。飲食店及び食事会、いわゆる

飲食関係が全体の 20％前後で推移している。 

・ＰＣＲ等検査の状況について、直近週では検査数 6,421件、陽性率 3.7％とな

っている。 

・３月下旬以降、変異株が急増しており、５月 17 日から５月 23 日公表分の変

異株陽性率は 84％となっている。 

・期間別累積感染者の推移について、３月１日以降の第４波では累積患者数はす

でに 2,307人に至っている。第２波から第４波を比較すると、第４波の方が感

染者数の増加が急となっている。１日あたりの感染者数は４月下旬以降 45人

程度で推移しており、５月下旬以降は減少に転じている。 

・クラスターについては５月に入り新たに 13件発生している。 

・入院等の状況は５月 28日現在、病床占有率 35.0％、重症者用病床占有率 21.3％

となっている。このところ、減少の傾向にあるが、共にステージⅢの基準を超

えている。 

・県内ＰＣＲ等検査状況については鈴鹿管内の陽性率が 6.1％と地域別では比較

的高くなっている。 

 

（日沖危機管理統括監） 

・このことについて何か質問はあるか。 

（質疑なし） 

 

議題２ 「三重県まん延防止等重点措置」について 

議題３ 「三重県まん延防止等重点措置にかかる県の対策」について 

議題４ 「新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けた『三重県指針』ver.11」

の一部改訂について 

（日沖危機管理統括監） 

・事項２「三重県まん延防止等重点措置」について、事項３「三重県まん延防止

等重点措置にかかる県の対策」について及び事項４「新型コロナウイルス感染
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症拡大防止に向けた『三重県指針』ver.11」の一部改訂について総合対策部か

ら説明をお願いする。 

 

（小西危機管理特命監）資料２から資料４に沿って説明 

・まず資料２について説明する。 

・新規感染者数は減少傾向が見られるが、病床占有率は 35％前後、重症者用病

床占有率は 20％を超える状況が続くなど、医療体制への負荷は厳しい状況が

続いている。医療体制への負荷が続くと、通常医療へも影響を及ぼし、ワクチ

ン接種を妨げることになるため、ここでしっかりと、感染の減少傾向を確かな

ものにしていく必要がある。 

・愛知県や大阪府など近隣府県において緊急事態宣言、岐阜県においてはまん延

防止等重点措置が延長されるなど、予断を許さない状況が続いており面的、広

域的に取り組んでいく必要がある。 

・こうした状況の中、三重県まん延防止等重点措置の期間を６月 20日まで延長

する。実施区域は三重県全域であり、特に重点措置を講じる区域はこれまでど

おり５市７町で取り組んでいく。 

・措置内容について、基本的には現状の取組を継続していくという考え方である

が、変更点について説明を行う。 

・食品衛生法上の飲食店営業許可を受けている結婚式場について、営業時間を

20 時までとし、酒類の提供及びカラオケ設備の提供を行わないように要請す

る。ホテル又は旅館において結婚式を行う場合も同様とする。本内容は６月１

日からの要請となり、重点措置区域内は特措法第 31条の６第１項にて要請を

行うが、重点措置区域以外についても特措法第 24条第９項において要請する。 

・現在、大規模施設等で時短の協力要請をしている施設について、スポーツクラ

ブ及びヨガスタジオに対する要請を、国の指針の見直しに従い変更した。 

・次に、資料３にて三重県が実施する対策について説明する。 

・医療提供体制として、後方支援病院の確保については、現時点で 21施設にお

いて回復患者の受入が可能となっており、引き続き、体制整備に当たっていく。 

・宿泊療養施設については、新たに四日市市に１施設確保した。６月中旬までに

陽性者の受け入れを開始する。 

・ワクチン接種体制の整備について、各市町の接種会場において接種に協力して

いただける医療従事者をのべ 91名派遣する。 

・集団接種会場を四日市大学、三重大学、三重県営サンアリーナに開設し、４市

１町の住民を対象に接種を行う。 

・供給されたワクチンを無駄にすることなく効率的に使用できるよう、接種当日

のキャンセル等によりワクチンの余剰が発生した場合の取り扱いについて、
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三重県独自の方針を策定する。 

・検査体制の強化として、感染者の早期発見や事業所における感染拡大の防止に

つなげていくよう、外国人労働者を雇用する県内事業者へ抗原定性検査キッ

トを配備する。 

・高齢者施設や障がい者施設を対象とした社会的検査を７月末まで実施する。こ

れまでに対象施設 758 施設のうち 509 施設から 20,750 人分の申し込みがあ

り、５月 27日時点で 144施設、5,573人分の検査を実施した。 

・まん延防止等重点措置の影響による支援等として、６月１日から要請の対象と

した結婚式場については、全面的に協力していただいた事業者に新たに協力

金を支給する。 

・大規模な運動施設・商業施設等への営業時間短縮要請の延長に伴い、引き続き

協力金を支給することとし、６月上旬に集客施設時短協力金相談窓口を開設

する。６月上旬には、５月末分までの協力金についての申請要項等の公表を行

う。 

・売上が 30％以上 50％未満まで減少した一部を除く飲食店取引事業者等への支

援金について、結婚式場も対象に含めるとともに、相談窓口を設置する。 

・売り上げが 30％以上減少した県内宿泊事業者、観光施設、土産物店、体験事

業者に対して支援金を支給することとし、６月中旬に申請要項等を公表する。 

・更なる感染防止対策として、宿泊事業者が感染防止対策や前向きな投資を行う

のに要する経費に対して支援を行うこととし、７月上旬に申請要項等を公表

する。 

・続いて資料４について説明する。 

・三重県指針 Ver.11については、まん延防止等重点措置の延長に伴い、期間を

６月 20日まで延長する。具体的な措置内容について変更はない。 

 

（日沖危機管理統括監） 

・このことについて何か質問はあるか。 

（質疑なし） 

 

（日沖危機管理統括監） 

・それでは、三重県まん延防止等重点措置について、ただいま説明があった資料

２、資料３、資料４のとおりとして、政府の新型コロナウイルス対策本部で正

式に決定された後、適用してよろしいか。 

 （発言なし） 

 

（日沖危機管理統括監） 
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・それではそのように決定する。 

 

 

議題５ 「各部からの報告事項」について 

（日沖危機管理統括監） 

・事項５「各部からの報告事項」について、報告事項がある部局は説明をお願い

する。 

 

（中尾医療保健部理事） 

・患者受け入れについて、緊急的に確保した病床を含めて現在 437 床確保して

きたところである。しかし、新規感染者数が減少傾向にあるということから一

部の医療機関において調整していただいた予定入院、予定手術を再開する必

要があり、６月１日以降は、今回の第４波において緊急的に確保した病床の一

部である４床を減床し、433床に変更する。 

・減床は行うが、受入体制については、新たに確保した宿泊療養施設の長期運用

に向けて準備を進めるとともに、効率的に病床を活用する観点から、回復患者

を受入れる後方支援病院のさらなる確保に取り組むなど、今後とも万全を期

したいと考えている。 

・ワクチン接種の状況について、本日８時半時点のＶＲＳシステムの入力による

と、約 64,000 人を対象とする医療従事者等については１回目接種率 90.8％、

２回目接種率 66.4％となっている。また、53万人を対象とする高齢者につい

ては、１回目接種率 11.5％、２回目接種率 1.0％となっている。 

 

（日沖危機管理統括監） 

・他に報告事項がある部局は説明をお願いする。 

（報告なし） 

 

議題６ 知事指示事項 

（日沖危機管理統括監） 

・次に知事から「知事指示事項」をお願いする。 

 

（鈴木知事） 

・本日、「三重県まん延防止等重点措置」を６月 20日まで延長することを決定し

た。県民・事業者の皆様に対し、厳しい要請を継続することから、各部局の持

つあらゆるネットワークを駆使し、速やかに周知するとともに、市町や関係機

関とも緊密に連携し、総力を挙げて取り組むこと。また、６月１日以降、飲食
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店営業許可を受けている結婚式場についても、営業時間の短縮やカラオケ設

備の利用自粛等、飲食店と同様の要請を行うことについて、支援策も含め、確

実に丁寧に周知を行うこと。 

・医療提供体制の強化について、さらなる病床確保や地域単位での後方支援病院

の確保に向けて、医療機関等との連携を密にし、早期に調整を図ること。また、

新たに確保した宿泊療養施設について、１日でも早く運用開始できるよう、準

備を進めること。 

・ワクチンの高齢者向け接種について、７月末までの完了をめざし、接種を速や

かに進めるため、引き続き、市町や関係団体等と緊密に連携し、接種に協力し

ていただける医療従事者の確保・派遣に取り組むこと。また、県内３ヶ所で実

施する集団接種については、関係市町と緊密に連携し、スムーズな運営に向け

て万全の準備を進めること。 

・接種当日のキャンセル等によりワクチンの余剰が発生した場合の取り扱いに

ついて、ワクチンを無駄にすることなく、一人でも多くの方に接種ができるよ

う、早急に県の方針を示すこと。また、市町から保育所や障がい者施設の従事

者に対する優先接種の要望があることをふまえ、国が示す接種対象者に限ら

ず、県独自の次の一手となる接種対象者について検討を行い、早急に市町に示

すこと。 

・高齢者施設や障がい者施設への社会的検査は、感染拡大やクラスター発生を防

ぐための重要な取組である。「まん延防止等重点措置」適用期間中は、集中的

に取り組む必要があるため、検査体制を万全にするとともに、陽性者が判明し

た場合には速やかに対応にあたり、感染拡大を防止すること。また、事業所に

おける感染者の早期発見や感染拡大の防止につなげるため、外国人労働者を

雇用する県内事業所に対して抗原定性検査キットの積極的な活用を促すこと。 

・先日、県内においても新たな変異株（インド型）への感染が確認された。変異

株に的確に対応するため、引き続き、陽性を確認した検体すべてについて変異

株のスクリーニング検査を着実に実施すること。 

・「三重県まん延防止等重点措置」の影響を受ける事業者の皆様への支援策につ

いては、周知不足により支援を受けられなかったということのないよう、市町、

商工団体、業界団体や金融機関など関係部局の持つあらゆるネットワークを

活用して、国の支援策も含めて速やかに周知するとともに、事業者からの相談

には丁寧に対応すること。 また、５月末から順次公表を予定している支援策

についても、事務手続きを迅速に進め、早期に給付できるよう、万全の準備を

進めること。 

・安心して飲食店を利用できるようにする「みえ安心おもてなし施設認証制度

『あんしん みえリア』の運用を開始している。申請のあった施設の認証に速
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やかに着手するとともに、県民・事業者に対し広く周知し、利用拡大に努める

こと。併せて、観光地を安心して訪れることができるための認証制度について

も、早急に創設すること。 

・感染された方やその家族、医療従事者などが、不当な差別や偏見、いじめを受

けることは決してあってはならない。引き続きあらゆる機会を活用し、呼びか

けるとともに相談対応に取り組むこと。また、シトラスリボンプロジェクトの

趣旨に多くの県民の皆様に賛同いただき、取組の輪が広がるよう啓発に努め

ること。 

 

（日沖危機管理統括監） 

・各部局において、指示事項に基づいた適切な対応をお願いする。 

・以上で本部員会議を終了する。 

 


